











A Preliminary Analysis of Temporal Changes of Language
Expressions in the Minutes of the National Diet of Japan




















国会会議録を利用した経年変化の研究としては，外来語 (茂木, 2008)，「ら抜き言葉」(松田, 2008b)，

































政府関係者 説明  !出席者 (発話状況 1)
(2) 質疑：　各委員が，国務大臣その他の政府関係者などに一問一答の形式で質疑する。必要に応
じて，専門家や事案の当事者 (委員外出席者)から，意見を聞くことができる。
委員 質問  ! 政府関係者 (発話状況 2)
政府関係者 回答  ! 委員 (発話状況 3)
委員外出席者 説明  ! 出席者 (発話状況 4)
(3) 討論：　委員同士が賛成・反対の立場を明らかにして，議案に対する意見を述べる。討論が行
われる場合は，反対，賛成の順に行い，反対や賛成すべき理由を具体的に述べる。



















分析対象の言語表現の候補を抽出する基準としては，対象資料の先頭，末尾の 2 期間 (第 1回～48
回/1947～1965，第 145回～182回/1999-2012)について，文字 5gramを求め，その出現頻度の変化
率を用いる。文字列 sに対する変化率 rは，次のように定義する。
r = (ftail   fhead)=max(fhead; ftail) 100
なお，rは， 100  r  100の値を取り，r > 0の場合は 2期間の間で増加，r < 0の場合は減少
していることを表す。fhead，ftailは，それぞれ，期間の前部・後部における 20万字あたりの出現頻
度である。
表 1，2，3は，それぞれ，減少分の比率が大きい文字列 ( 100  r   70)，変動の少ない文字列





文字列 fhead ftail r
になつてお (×) 22.9 0.00 -100
われわれは (×) 21.8 0.02 -99.9
おるのであ 53.4 0.2 -99.6
、そうして (×) 20.3 0.3 -98.5
ればならぬ 41.7 1.0 -97.6
おるという 20.3 3.2 -84.4
いたしたい 25.5 4.0 -84.4
のでござい 43.0 8.6 -80.0
いうものは 42.2 9.0 -78.7
おきまして 59.9 13.4 -77.7
思うのです (×) 23.1 5.5 -76.2
しましては 26.1 7.0 -73.3
であります 472.9 126.9 -73.2
。こういう 26.5 7.7 -70.1
表 2: 変動の少ない文字列
文字列 fhead ftail r
思いますが 25.3 27.7 8.58
ありません 29.0 31.8 8.58
ございます 183.6 198.7 7.63
るというこ 81.9 86.4 5.19
ではないか 34.7 36.6 5.14
いまして、 35.7 37.3 4.38
については 52.7 54.5 3.16
ております 213.8 212.4 -0.69
たしました 24.5 24.1 -1.52
わけであり 49.8 45.6 -8.36
表 3: 増加分比率が高い文字列
文字列 fhead ftail r 政府率
んですけれ 0.24 24.8 99.0 0.17
ふうに思い 0.24 21.4 98.8 0.56
思うんです (×) 0.42 33.4 98.7 {
いるんです 0.67 39.8 98.3 0.10
ないんです 0.53 28.5 98.1 0.13
させていた 1.36 42.9 96.8 0.19
ています。 1.31 34.2 96.2 0.36
。そして、(×) 0.94 22.9 95.9 {
そういった 1.69 22.9 92.6 1.23
てください 1.88 25.3 92.6 0.09
ころでござ 1.86 22.9 91.9 8.44
でしょうか 2.89 31.3 90.8 0.07
うに思いま 2.59 25.8 90.0 0.76
思っており 8.57 61.5 86.1 3.13
いるわけで 7.06 50.6 86.1 0.48
いました。 3.87 24.4 84.1 0.54
おっしゃっ 4.25 25.2 83.1 0.31
それから、 3.84 22.5 83.0 0.96
というのは 17.6 88.3 80.1 0.37
ないですか 5.39 23.8 77.3 0.04
されている 6.31 27.5 77.1 0.30
言っている 4.65 20.1 76.8 0.15
なっている 6.67 28.3 76.5 0.24
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